
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度を迎えて 

茨 城 支 部 便 り 

第９３号 

２０２６年４月２０日 

編集兼発行人 

瀧澤 照廣 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  https://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          https://hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

つながっています。しかし、まだ、新たな分野を切り
開いていくイノベーションの点で世界に伍している
とは言えない状況です。世界と容易に比較されるスポ
ーツの世界で若者がチャレンジしているように、日本
の産業界もさらにチャレンジし、発展していって欲し
いと思います。 
世界では、ウクライナ侵攻が長期化し、さらに中東、

南米などに戦禍が拡大し、自国第一主義と分断が強ま
っています。また、気候変動対策の後退など、歴史が
逆戻りしています。日本が、平和で持続的な社会の構
築のために世界に貢献し、分断を乗り越え、紛争や社
会課題の解決に向けて前進する年となることを強く
願っています。 
最後に会員の皆さま並びにご家族のご健勝とご発

展をお祈り申し上げ、新年度のご挨拶とさせていただ
きます。 

 

     支部長   田中 幸二 
冬の寒さに耐えた冬芽が花を咲か

せ、新緑の季節へと移っていく新たな
年度の春を迎え、お慶び申し上げます。
茨城支部の皆さまには、同好会をはじ
め、各種の活動を推進していただいて

いることに深く感謝申し上げます。 
この挨拶文を書いているのは、丁度、ミラノ・コル

ティナ冬季五輪が終了した時期です。日本選手は過去
最高の 24 個のメダルを獲得する大活躍で、日本中に
元気を与えてくれました。 
“りくりゅう”ペアのショートのミスから、フリー

の完璧な演技による大逆転も感動的でしたが、私は、
９個のメダルを獲得し、男女の若者が大活躍したスノ
ーボードに感動しました。日本がこの競技で強くなっ
たのは、冬以外でも練習できる環境を整えたことと、
日本における草創期の時代の選手がコーチになって
若手を育成したことが大きいとのことですが、日本人
の日頃の真面目で豊富な練習量とともに、何よりも高
難度な技に積極的にチャレンジする若者の姿に感激
しました。 
また、大会直前に大けがをしたにも拘わらず、出場

した平野歩夢選手も果敢に高難度の技に挑戦しまし
た。1 回目で着地に失敗しましたが、失敗で感触をつ
かみ修正し、２回目で成功しました。これは、日頃の
練習とチャレンジする強い気持ちの賜物と思います。 
一方、日本経済も長いデフレから脱却し、企業も改

革が進み、元気がでてきました。日立はこの改革の先
頭集団にいますが、他の企業も株主を意識した経営改
革を実行して収益性が高くなり、大幅な株価の上昇に

2026 年度茨城支部総会のご案内 

１．期日：2026 年５月 22 日(金) 

午前 10時 30 分～午後 1時 

２．会場：ホテル テラス ザ スクエア日立 

★会場が変わっています。 

詳細は本紙同封の案内を参照ください。 

｢理科室のおじさん｣募集 
日立理科クラブからのお願いです。 
週２日間ほど、日立市内の小学校へ出向いて、理科

授業の先生のお手伝い(準備・整備・後片付け)をして
いただける方を募集しています。｢子ども好き・科学
好き・モノづくり好き｣な方、是非お願いします。 

 連絡先：日立理科クラブ 担当：小田井･河野 
            TEL･FAX:0294-24-3104 

E-Mail: hsc-rikakurabu@net1.jway.ne.jp 

さくら宇宙公園の桜 
撮 影 者：伊藤 泰生 
撮 影 日：令和７年４月９日 
撮影場所：高萩市さくら宇宙公園 
撮影余話：桜並木の長いトンネルを抜
けると、巨大なパラボラアンテナが
そびえ立っていた。ここは日本の衛
星通信発祥の地で記念公園となっ
ている。現在は国立天文台・茨城大
学の宇宙電波望遠鏡として２基を
運用していて、アンテナは時間帯に
よって旋回し方向が変化する。 
撮影時は晴天で青空に映える満

開の桜とアンテナを配置した構図
を選んだ。その後、芝生広場でのん
びりと花見を楽しんだ。 

https://shayuu-iba.la.coocan.jp/
https://hitachi-rika.sakura.ne.jp/
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会員投稿 (第９３回 ) 

「出発進行！」 
屋根裏鉄道「SkyRail」の紹介        川端 敦 

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
高
速
度
、
加
減
速

度
は
、
全
て
実
車
を
参
考
に
し
た
ス
ケ
ー

ル
速
度
・
加
減
速
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

鉄
道
マ
ニ
ア
に
な
っ
た
経
緯 

私
は
、
東
海
地
方
の
生
ま
れ
で
、
お
む
つ

が
蒸
気
機
関
車
の
煤
煙
で
汚
れ
る
ほ
ど
、

国
鉄
の
駅
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

学
校
が
終
わ
る
と
よ
く
駅
に
遊
び
に
ゆ
き

蒸
気
機
関
車
を
見
に
行
っ
た
り
、
休
み
に

な
る
と
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
近
く
の
機

関
区
に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
頃
、
ク
リ
ー
ム
色
と
赤
に
塗
ら

れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
を
見
て
、
そ
の
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
強
烈
な
色
彩
に
、

す
っ
か
り
と
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
し

た
。
何
し
ろ
そ
の
頃
の
国
鉄
と
い
え
ば
、
黒

い
機
関
車
と
焦
茶
色
の
客
車
、
少
し
煤
け

た
短
編
成
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
普
通
列
車
ば
か

り
で
し
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
キ
ハ
82
系

は
、
堂
々
た
る
10
両
編
成
で
食
堂
車
も
連

結
さ
れ
て
お
り
、
古
き
良
き
国
鉄
時
代
の

代
表
的
な
特
急
車
両
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
以
来
、
波
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
鉄

道
マ
ニ
ア
で
し
た
。
最
近
で
こ
そ
、
鉄
道
マ

ニ
ア
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
ず
に
話
し
て
い

ま
す
が
、
一
時
期
は
何
と
な
く
肩
身
の
狭

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
積
極
的
に

鉄
道
マ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
を
話
す
の
を
控

え
て
い
た
頃
も
あ
り
ま
し
た
。
大
学
時
代

に
旅
行
先
で
知
り
合
っ
た
人
と
話
を
し
て

い
た
時
に
、
な
ん
と
な
く
「
あ
な
た
は
、
ひ

ょ
っ
と
し
て
鉄
道
マ
ニ
ア
で
す
か
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
あ
な
た
も
で
す
か
」
と
な

り
ま
し
た
。
積
極
的
に
話
す
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
て
い
た
思
い
も
同
じ
で
あ
り
、
自

分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
確
認
で
き
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
結
構
多
く
の
人
が

「
隠
れ
鉄
道
マ
ニ
ア
」
の
は
ず
で
あ
る
、
と

い
う
結
論
に
至
り
、
話
は
「
隠
れ
鉄
」
の
見

分
け
方
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
簡
単
！

「
鉄
道
の
写
真
を
踏
ん
で
み
ろ
、
と
命
じ
、

踏
め
な
か
っ
た
も
の
は
隠
れ
鉄
で
あ
る
、

と
断
ず
る
。
」
試
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
確
か
に
有
効
な
手
段
か
と
思
い
ま
す
。 

鉄
道
模
型
の
製
作 

鉄
道
模
型
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、

2
004

年
か
ら
で
す
。
12
畳
ほ
ど
の
屋
根
裏

部
屋
を
新
設
し
た
の
と
、
職
場
が
変
わ
っ

た
の
を
契
機
に
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
１
年
に
一
度
ぐ
ら
い
床
に
レ
ー
ル
を

並
べ
て
「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
を
走
ら
せ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
固
定
レ

イ
ア
ウ
ト
建
設
と
な
り
、CAD

を
使
っ
て
徹

夜
で
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
設
置
場
所
が
屋
根
裏
部
屋
で
空
に
近

い
の
で
、
名
前
は
「Sk

yRai
l

」
、
新
幹
線

の
駅
は
空
に
因
ん
で
「
星
降
り
高
原
駅(

有

効
長4

00m)

」
、
在
来
線
は
「
天
空
山
駅(

有

効
長2

60m)

」
と
し
ま
し
た
。
隙
間
時
間
を

見
つ
け
て
の
建

設
で
、
な
か
な
か

捗
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
や
っ
と

新
幹
線
の
線
路

が
完
成
し
た
と

こ
ろ
で
、2011

年

の
震
災
に
遭
い

ま
し
た
。
レ
イ
ア

ウ
ト
は
全
壊
、
本

棚
を
改
造
し
て

作
っ
た
飾
り
棚

に
あ
っ
た
車
両

は
、
床
に
落
下

し
、
そ
の
上
に
大

量
の
書
籍
が
落

下
し
た
た
め
、
ほ

ぼ
全
滅
。
２
年
間

は
、
や
る
気
が
完

全
に
失
せ
て
し

ま
い
放
置
状
態

星降り駅に停車中の新幹線 天空山駅 四季島とひたち号 

で
し
た
が
、2013

年

の
秋
口
か
ら
工
事

を
再
開
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
上
が

っ
た
屋
根
裏
部
屋

で
見
つ
け
た
の
は
、

リ
ア
ル
に
脱
線
し

た
新
幹
線
車
両
群

で
し
た
が
壊
れ
て

は
お
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
車
両
を
早
く
走

ら
せ
て
や
り
た
い
、

川
端 

敦
氏 

連
絡
先 

日
立
市 

a
tsus

hi.k
awab

ata.
uf@w

onde
r.oc

n
.
ne.j

p 

と
の
思
い
か
ら
、
急
ピ
ッ
チ
に
作
業
を
進

め
ま
し
た
。
新
た
に
設
定
し
た
目
標
は
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
、
最
終
目

標
は
完
全
自
動
運
転
。
そ
の
た
め
に
、
か
な

り
大
き
な
規
模
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア(

も
ち

ろ
ん
、
個
人
の
尺
度
で
す)

の
構
築
が
必
要

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
当
時
、
世

の
中
はWind

ows

時
代
で
、
私
の
よ
う
な

M
ac

使
い
が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ツ
ー
ル
は
皆

無
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
か
な
り
の
作

業
量
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
が
、202

5

年
、
よ

う
や
く
完
全
自
動
運
転
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。 

あ
と
が
き 

一
方
で
、
最
近
、
時
間
が
で
き
た
お
か
げ

で
、
乗
り
鉄
方
面
で
も
色
々
と
活
動
中
で

す
。
JR
３
社
の
豪
華
列
車
を
は
じ
め
、
日

光
に
向
か
う
日
立
製
の
特
別
列
車
に
も
乗

り
ま
し
た
。
昔
は
、
一
人
旅
、
今
は
家
内
や

孫
た
ち
と
賑
な
旅
行
、
ど
ち
ら
も
い
い
思

い
出
で
す
。
「
鉄
の
道
」
は
、
ま
だ
ま
だ
奥

が
深
く
、
極
め
る
に
は
、
ま
だ
相
当
の
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。 

ひたち号のすれ違い  

閉
塞
制
御

も
実
装
し

て
い
ま
す

の
で
、
列
車

同
士
の
衝

突
、
脱
線
等

は
あ
り
ま

せ
ん(

た
だ

し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
バ

グ
が
な
い

限

り)

。

S
kyRa

il

統

合
制
御
画

面
に
は
、
６

列
車
分
の

速
度
制
御

パ
ネ
ル
が
表
示

さ
れ
、
そ
こ
か

ら
ノ
ッ
チ
を
投

入
す
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、

ワ
ン
ハ
ン
ド
ル

主
幹
制
御
装
置

を
使
っ
て
の
ノ

ッ
チ
投
入
も
可

は
、SkyRa

ilwa
y

社
が
所
有
し
、
運
用
を
行

っ
て
い
る
鉄
道
会
社
で
す
。
所
有
し
て
い

る
Ｎ
ゲ
ー
ジ
車
両
は
、
新
幹
線
車
両
群
、
JR

東
日
本
所
属
の
車
両
群
と
近
鉄
特
急
群
、

機
関
車
群
、
合
わ
せ
て
６
０
０
有
余
両
で

す
。
本
線
はDCC

(Dig
ital

 Com
mand

 an
d 

C
ontr

ol)

化
さ
れ
て
お
り
、
本
線
走
行
車

両
は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
制
御

さ
れ
て
い
ま
す
。
在
線
検
知
機
能
に
よ
る

は
じ
め
に 

私
が
製
作
し
た
屋

根
裏
鉄
道S

kyRa
il

を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。SkyRa

ilSkyRall 列車制御装置 屋根裏鉄道 SkyRall 全レイアウト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員 のたより 

３ 

＊2026年３月茨城支部役員会報告 
開催日：2026 年３月 19 日(木)  

１)第 75 期第２回日立社友クラブ理事会報告： 
開催日：2026 年３月 12 日(木)  

・入会者、会員推薦者数 
100名が入会し、会員合計 7,371 名となった。 
(前年同期比 25名増)  

・日立社友クラブ取扱内規改定について 
  社友理事会審議事項において、「満 60歳となる会

員候補の審議並びに通知」を廃止する。 
・第 76回社友クラブ総会について  

10月２日(金)11：00～ ホテルニューオータニ東
京での開催を計画している。  

２)茨城支部の新入会員６名が承認された。 
３月現在の会員数 818 名(前年同期比 38 名減)。 
引き続き新入会員の勧誘策を検討する。 

３)2025年度収支見通し：3,045千円／年とほぼ予算
通り推移している。 

４)2026年度予算は会員減少等により、対前年度比約
５％の減少を見込んでいる。 

５)2026年度総会開催について： 
  ５月 22日(金)に場所をホテル テラス ザ スクエ

ア日立に変更して開催する。 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
蜂谷 武雄 令和 06年 07 月 15 日 満 89歳 
佐川 憲彦 令和 06年 07 月 20 日  満 91歳 
澁口 七郎 令和 07年 05 月 15 日  満 88歳 
倉持 義徳 令和 07年 05 月 15 日 満 94歳 
緒方 秀夫 令和 07年 05 月 31 日 満 80歳 
永井 将之 令和 07年 07 月 04 日 満 87歳 
荒木 浩二  令和 07年 07 月 25 日 満 91歳 
志村 浩道 令和 07年 09 月 05 日 満 89歳 
射場 大造  令和 07年 09 月 18 日 満 81歳 
大島 義邦 令和 07年 09 月 25 日 満 85歳 
大鹿 欣男 令和 07年 10 月 20 日 満 90歳 
宮田 俊夫 令和 07年 10 月 22 日 満 89歳 
鈴木 敏夫 令和 07年 10 月 28 日 満 74歳 
小松 弘二 令和 07年 11 月 03 日 満 88歳 
河原 暲  令和 07年 11 月 28 日 満 83歳 
渡部喜久雄 令和 08年 01 月 01 日 満 91歳 
柴田 佳孝 令和 08年 01 月 08 日 満 80歳 
弓仲 武雄 令和 08年 01 月 13 日 満 91歳 
湯浅 和博 令和 08年 01 月 25 日 満 78歳 
若杉 健一 令和 08年 02 月 27 日 満 88歳 
 

リレー随筆（９３） 

毎日が出発点、笑顔で   八尾 浩二 

現場が良くなっていくことが、私の何よ
りの喜びだった 
私が日立を選んだのは、和・誠・開拓

者精神という社風に強く魅かれたから
だ。東芝でも三菱でもなく、日立に入社
できたことは、今振り返れば大きな幸運

だったと思う。長い年月を振り返っても、私が何かを
「成し得た」と胸を張れるわけではない。むしろ、成し
得ていないことの方が多かったのかもしれない。それ
でも現場に立ち続けることができたのは、導いてくだ
さった先輩方、そして共に汗を流し、支えてくれた同
僚や後輩のおかげだ。今は素直にそう思い、あらため
て深く感謝している。タービンローターのバランスか
ら始まり、カナダ、中国、インドと、異なる文化の現場
に身を置く機会にも恵まれた。言葉も習慣も違う場所
で、日立で学んだ“現場の精神”が確かに通じた瞬間が
ある。現場が少しずつ良くなり、作業者の表情がふっ
と変わる…。その一瞬に立ち会えることが、私にとっ
て何よりの喜びだった。 
 退職後、思いがけず日立地区産業支援センターから
声をかけていただき、月に数日、町工場の改善を手伝
っている。若い人と議論することはもちろん、現場が
良くなっていくことが嬉しい。日立で受け継いだ“現
場の精神”が、こうして再び息を吹き返しているよう
に感じる。 
 2024年末に日立からふるさと長崎へ転居した。そこ

には、長く疎遠になっていた中学・高校時代の友がい
る。離れていた年月を越えて、変わらぬ笑顔で迎えて
くれた仲間の存在は、今の私にとって静かな支えにな
っている。故郷を離れていた間は何もできなかったが、
いまは 4 月の古希同窓会のお手伝いをさせてもらって
いる。若い頃は、家族や組織のために生きることが当
たり前で、自分に与えられた役目を果たすことに精一
杯だった。しかし古希を迎えた今、その役目をひと区
切りつけてもよいのだと感じている。これからは、外
ではなく“内”を生きていい。自分の気の向く方へ、自
然に歩いていけばいい。その自由が、今の私には心地
よく感じられる。あの頃、もっと笑って、もっと楽し
く、立ち止まる時間があってもよかった…、そう思う
ことがある。現場で、私の硬さや余裕のなさが、誰かの
心に影を落としたこともあったのかもしれない。だか
らこそ、これからの時間は、皆と、笑顔で楽しく生きて
いきたいと切に思っている。机には、笑顔の置物と「今
こそ出発点」の色紙を置いている。今の私の心を、そっ
と整えてくれる。毎日が出発点。笑顔で。現場が良くな
っていくことは、今も変わらず、私の何よりの喜びだ。 

笑顔の置物 今こそ出発点 

茨城支部新入会員勧誘のお願い 
会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にありま

す。どうか皆様から OB会等で各同好会の活動を PR
していただき、会員加入の勧誘をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより 

同好会行事に参加して 

４ 

「料理教室」           児島 強 
 今年 1 月の料理教室に参加して、３年程
度になるでしょうか？入ったきっかけは、
日立社友クラブ茨城支部への入会時に、各
クラブの活動紹介レクチャーがありまし

た。その時、楽しそう、嫁さんへの負担軽減になりそ
う、何より自分で色んな美味しい料理を作り、食べた
い・食べさせたいと思いを強くしたからです。また、近
年の飽食時代に、食の大切さから「余分に作らない、残
さない」を学ぶべきとも思いました。 
実際参加しますと、皆さん良い人ばかりで楽しく和

気あいあいに調理が進みます。講師の先生は心も美人
で、見かけよりとても若く指導も上手です。調理中も
適切なアドバイスを頂き失敗したことは一度もありま
せん。ありがたいことです。材料も人数分適量ですし、
何より皆さんと会話をしながら頂く食事の時は、至福
の時間といえます。色んな情報を共有し、心が豊かに、
勉強にもなります。四方山話も面白い「無駄話も効用
となる」でしょうか？ 
 そう、昨年の 12 月には日立駅近のイタリア料理店
で、初めての忘年会を開催しました。イタリアの前菜
やスパゲティ等をビールやワインで頂きながら、酔う
につれ日立マンとしての現役時代の仕事や出張等々、
艱難辛苦を生きた思い出に花が咲き、未来の日立に想
いを馳せたように思います。まさに「温故知新」です。 
これからも、会員皆さんとの繋がりを大切に、料理

と心の幅を広げ、限りある人生を豊かに楽しみたいと
思います。皆さんのご入会をお待ちしております。 

 

「歩こう会」        山崎 泰廣 

た 歩こう会は季節の移ろいを感じながら、
仲間と歩くことを大切にし、20 年以上活動
が続けられています。世話人に下見と、ル
ート図など資料作りを行っていただき、安

全で楽しいコースを準備していただいています。 
私は入会して５年になります。途中コロナで中断が

ありました。神社、仏閣や公園、海岸、花の名所、史跡
などを巡り、地域の魅力を気軽に味わえる内容となっ
ており、途中で立ち寄る施設についても世話人が概要・
歴史の見どころを分かりやすく紹介してくれるため、
散策の楽しさが一段と深まります。歩く距離も６～７
kmほどで途中昼食、休憩もあり会話を楽しみながら無
理なく参加できています。参加費も 200 円程度と手頃
で、初めての方でも気楽に参加できている所が良いと
思います。歩くことで心身がほぐれ、自然の中で過ご
す時間が日常の良いリフレッシュになっています。仲
間との語らいは気分転換となり、退職後の生活に新し
い刺激を与えてくれています。更に若い世代の OBの皆
さんにも参加していただければ、歩こう会に新しい視
点や活気が加わり、会全体の雰囲気がより明るく豊か
になると思います。今後は季節ごとに企画や新しい立
ち寄り先の開拓にも力を入れ、より多くの方に楽しん
でいただける活動への発展を願います。これからも安
全で楽しい歩こう会への参加を続けていければ幸いで
す。 

「囲碁の会」        浦田 清助  

た 私は６年前に当社友クラブに入会し、囲
碁の会には日立地区と勝田地区の例会に
月に各１回ほど参加しています。 
私が囲碁を覚えたのは入社して３年位

の頃、昼休み時間に職場の先輩に勧められたのがきっ
かけでした。その後、水戸工場の囲碁部に入り幹事を
しながら、35歳の頃に４段まで昇段しましたが、それ
からは仕事に追われて囲碁は疎遠になり定年まで全く
上達しませんでした。退職後 70 歳の頃、コンピュータ
ー囲碁が話題になっていたので、私も NHK 囲碁テキス
トで推奨されていた「銀星囲碁」を入手し定石等を再
学習しました。 
現在、私は那珂市の某コミセンで囲碁の会の取り纏

めを行っています。この会は、元当社友クラブ会員で
(と)出身の故梅田實氏が始められたもので、毎週金曜
日午後開催、参加者は毎回 12 人くらいです (内女性１
人) 。特徴は高齢の方が多い(90 歳以上４人)ので、対
局中に「しまった」、「参った」、「死んだ」等の囲碁用語
が大声で飛び交うことです。正式な大会では、対局中
に声を出すことは禁止ですが、地域交流の場ではコミ
ュニケーションを図る意味で良いのではないかと考え
て大目に見ています。参加者から、年をとると行く所
がなくなるのが一番困るが、この囲碁の会があって良
かったよと、お礼を言って貰えるのが幹事冥利に尽き
るところです。 

「卓球クラブ」        上妻 光男 
 退職後、スポーツ施設に入会し遊び心で
卓球を始めましたが、ご年配方の切れたボ
ール返球に苦労していました。半年前、ボ
ール返球に慣れ安定してきた頃、一緒に卓

球している方からのお誘いがあり、レベルアップのた
め茨城支部の卓球クラブに入会しました。 
入会当初は朝礼で始まるため、職場の朝礼を思い浮

かべ緊張感がありましたが、今では明るく楽しい雰囲
気での練習にも慣れてきました。 
練習を通じ卓球のレベルアップはともかく、かけが

いのない人との繋がりも得ることができました。また、
先輩方からのご指導を賜ることにより自分の弱点克服
にも役立てています。最近では、同好会チームとして
近郊の団体戦にも参加させていただいています。簡単
には勝てませんでしたが、敗戦の悔しさをバネに今後
の試合の勝利を目指すことで練習のモチベーションを
維持しています。 
卓球は、冷静さや集中力といった心の強さを必要と

するメンタルスポーツと言われています。また、他の
スポーツに比べて動体視力，反射神経の維持向上に役
立ち、老化防止にも効果あると確信しております。こ
のため、今後も、卓球を通じて健康維持に努めると共
に、一つでも試合に勝利して強いリーグで戦えるよう
にしていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研修会 
令和７年度は２回の研修会を実施しました。 

(１)第 93 回研修会「つくば学園都市研究施設見学」 
実施日：令和７年６月 12日、参加者：18名 

  見学施設： 
・国土地理院「地図と測量の科学館」 

  ・産業技術総合研究所「AIST-Cube」 
  ・産業技術総合研究所「地質標本館」 
  ・つくばエキスポセンター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    国土地理院「地図と測量の科学館」 
 
 
 
 
 
 
 
  ｢つくばｴｷｽﾎﾟｾﾝﾀ-｣館内   ｢地質標本館｣館内 
(２)第 94 回研修会「那須･大田原地方の歴史探訪」 

実施日：令和７年 11月 19 日、参加者 13名 
見学施設： 
・「なす風土記の丘湯津上資料館」と「下侍塚古墳」 

  ・「那須与一伝承館」と｢那須神社｣ 
  ・「笠石神社」と国宝｢那須国造碑」 
 
 
 
 
 
 
 
｢なす風土記の丘湯津上 発掘調査中の｢下侍塚古墳｣ 
資料館｣内部展示室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 国宝｢那須国造碑｣をご神体としている｢笠石神社｣ 
 

５ 

１．歩こう会 
令和７年度は４回実施しました。 

(１)第 100回 水戸八景めぐり 
令和７年４月４日 33名参加 歩行距離 4.6km 
記念すべき第 100 回は徳川斉昭が制定した水戸八景

を巡る歩こう会を実施しました。今回は初めてバスを
利用しました。大甕駅を出発し、常陸太田の「太田落
雁」を皮切りに、西山研修所の「山寺晩鐘」、那珂川沿
いの「青柳夜雨」、偕楽園の「僊湖暮雪」、涸沼の「広浦
秋月」、大洗の「巌船夕照」、那珂湊の「水門帰帆」、東
海村の「村松晴嵐」と巡りました。全箇所に斉昭自筆の
銘を刻んだ石碑があり、そこからの風景を眺め、当時
の風景に思いを馳せる機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
    太田落雁        村松晴嵐 
(２)第 101回 鵜の岬からかんぶり穴横穴墓群を歩く 

令和７年５月 29日 24 名参加 歩行距離６km 
国民宿舎鵜の岬を出発し、鵜の岬散歩道、小貝ヶ浜

緑地をハイキングし、蚕養神社で昼食を取りました。
その後十王川沿いのウォーキン 
グコースを歩き、途中県指定 
史跡のかんぶり穴横穴墓群で 
は、史跡を守る会の方々から 
詳細な解説をいただき、十王 
駅まで歩いて終了しました。 
(３)第 102回 稲田、親鸞聖人ゆかりの里を歩く 

令和７年９月 25日 24 名参加 歩行距離 6.2km 
稲田駅を出発し、円光寺に立ち寄り、稲田神社奥の

院で休憩後稲田神社、林照寺を経て、親鸞聖人が約 20 
年間滞在し浄土真宗の布教に当たった西念寺を訪れま
した。昼食後見返り 
橋、地蔵尊を通って 
親鸞聖人御内室の墓 
所と言われる玉日君 
本廟を訪れ、最後に 
地元の酒蔵に立ち寄 
り終了しました。 
（４）第 103 回 里根川から五浦海岸を歩く 

令和７年 11月 14 日 20名参加 歩行距離 6.3km 
大津港駅を出発し里根川沿いを大津漁港まで歩き、

漁業歴史資料館「よう・そろー」に立ち寄ってから、大
津岬灯台へ出て、五浦岬公園で昼食を取りながら絶景

を眺めました。天心の墓、黄門
の井戸を通って最後に天心遺
跡記念公園を経て五浦美術館
に到着し終了しました。 
皆様のご参加をお待ちして

おります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 1月例会出席者 

６．写真五七五 
 毎月第１金曜日の例会で、詠んだ俳句・川柳を写真
と組み合わせて楽しんでいます。例会では、担当を持
ち回りして写真や俳句・川柳についての学習会を行い、
その後各自の作品を３点披露し、合評しあって腕を磨
いています。 
例会行事として、課題写真で句を詠む題詠会を年２

回、昨年度は７月に西行、芭蕉の名樹の景でもある栃
木県芦野の遊行柳、１月には仙台市にある定義如来西
方寺の五重塔の風景写真を会員にメールし、詠んだ作
品で腕を競いました。そして、各地の名所を散策しな
がら句を詠む吟行会を年１回、11 月には大みかクラブ
から近い大甕神社で、まず儀式殿に上がり祈禱を受け
た後、本殿に登る人、境内を散策する人と各自が句を
詠み、大みかクラブに戻って発表し合いました。 
また、11 月９日～13 日の５日間多賀市民プラザ 1階

ギャラリーで「デジカメクラブ」「写真五七五」「野鳥・
自然観察グループ」合同の 2025 年第 21 回デジカメ写
真展を開催し各自の力作を披露しました。短い日程に
も拘わらず沢山の人に見て頂き有難く思っています。 
現在「写真五七五」の会員は 19 名ですが、写真＋俳

句・川柳にちょっとでも興味を持った方、何かしたい
と思っておられる方、「写真五七五」の例会を覗いてみ
ませんか、会員皆でお待ちしています。 
 

５． 野鳥・自然観察グループ 
本グル－プは、８月を除き、毎月探鳥会を実施して

います。観察場所は、主に県北・県央の公園や湖畔、河
口や河川敷、里山、海岸などを月ごとに定め、季節毎の
野鳥と山野草との出会いを楽しんでいます。また、観
察出来た野鳥は、毎回記録に残し、年ごとの変化を確
認しています。 
昨年は、実施回数７回、参加人数延べ 41 名、野鳥観

察数延べ 168種、１回当たり 24種の野鳥を観察した結
果となりました。普段はなかなか出会うことのない、
オオタカ、オオルリ、キビタキ等も観察することがで
き、感動のひと時を参加
者で共有しています。ま
た、年末に行われたデジ
カメ写真展には、会員５
名から野鳥写真 84 作品
を出展し好評を博しま
した。 

探鳥会は、今年 1 月で記念すべき 250 回を迎え、更
に 300 回を目指していますが、残念ながら参加者が減
少傾向にあり、存続が危ぶまれる状況になってきてい
ます。探鳥会は、歩行距離は２～３km程度で健康促進
にも適しており、また、野鳥の知識やカメラ等は一切
不要ですので、皆様の気軽な参加をお待ちしています。 

４．料理教室 
毎月、最終週の月曜日を例会としています。料理教

室にとって昨年度は苦難の年でした。料理教室の創設
者である薄さん、澁口さんの相次ぐ他界、コロナ禍に
よる会員の減少と高齢による退会者の続出です。 
本会では、毎回調理を始める前に先生からレシピの

解説があります。適切な調味料の選択と準備、食材の
下準備と切り方、計量や火加減の調整、料理にマッチ
した器の選択といった調理全般のスキルを習得しま

す。調理開始前のコーヒータ
イムでは、世間話に盛り上が
ることもあります。出来上が
った料理を一緒に食べなが
らの評価と反省、楽しく、元
気よくをモットーに和気
藹々、とても楽しい一時で
す。 

いつまでも料理を楽しんで、いきいきと暮らす料理
活動は、頭を使い、手先を使い、五感を刺激するので、
やる気や自信を呼び覚ます起爆剤です。毎回新鮮な発
見と体験があります。 
 

料理の一例 

食事前の集合写真(2026 年 1月) 

３．勝田ＰＣ  
原則として毎月第４火曜日にワークプラザ勝田で開

催しています。最近では Googleのアプリが充実してお
り、それらの使い方について学習することにしていま
す。そして最近流行の AI(マイクロソフトの Copilot、
Google Geminiなど)を実際に使ってみると大変便利に
利用でき、使い方の方法など幅広く学習して活用出来
る範囲を拡大していく予定です。 
またワークプラザ勝田が休館日の時には、ZOOM や

Google Meet を使って自宅からの会議を開催していま
す。さらには参加者の皆さんの要望に応えて、いろい
ろなテーマを随時行っています。例えばホームページ
の作成、スマホに関連する内容、迷惑メールの対策な
ど幅広く学習をしています。 
勝田パソコンでは、パソコンに関する｢何でも相談｣

も行なっています。初心者の方歓迎です。 
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10．旅行会 
 10月に埼玉県大宮市にある鉄道博物館と大宮盆栽美
術館、武蔵一宮氷川神社を巡る日帰りバスツアーを企
画し募集案内しました。残念ながら募集人数が集まら
ず中止となりました。バスのチャーター費の高騰など
で少人数でのバス旅行を手頃な価格で計画することは
大変厳しい状況にあります。 
 

８．卓球クラブ 
日立会瀬体育館で毎月３回(第１～３水曜日の午前

中)硬式とシニア向けラージボールの卓球練習をして
います。練習は怪我しないように手足、腕、腰、首など
のストレッチによる準備運動を行い、ラリーなどの基
本練習後にダブルスゲームを行い、最後に再びストレ
ッチによる整理運動を行います。そして日立市、近郊
の卓球大会への参加は、卓球仲間との交流・親睦とと
もに日頃の練習成果を試す良い機会ともなっていま
す。年末には恒例のクラブ内親睦卓球大会を開催、ク
ラブ内を４チームに分け混合Ｗ試合による団体戦を行
いました。日頃対外試合に出場しない方もこの日ばか
りは団体戦の緊張感を味合いゲームを楽しめる良い機
会でした。卓球はゲームを楽しみながら運動できるの
で健康に役立ちます。卓球に興味のある方、始めてみ
たい方は日立会瀬体育館にお越しください。 
 
 
 
 
 
 

７．デジカメクラブ 
毎月第一火曜日におおみかクラブ内にある「おおみか

拠点」において月例会を開催しています。毎回 15、６名
の会員が一同に集まり、各々が自由に撮影した写真をプ
リントやプロジェクターを使って紹介発表し、撮影の目
的や苦労した点など、また会員の意見や講評などを楽し
く話し合っています。勉強会として撮影技術、画像編集
技術などの情報交換を行なっています。 
例会とは別に不定期ですが撮影会を計画し、春には桜

の名所やお花の綺麗な所に出かけたり、秋には紅葉の撮
影に出かけたりして、周辺地域の四季折々の自然風景や
歳時行事などの撮影を楽しみます。令和７年には真壁の
ひな祭り、那珂市清水谷洞公園のハスの花の撮影、東海
村姉妹都市交流会館や村松虚空蔵尊の紅葉、五浦海岸の
撮影、古徳沼のハクチョウ撮影やボタニカル・リゾート・
林音、偕楽園梅祭りなどの写真撮影会を行いました。過
去には鹿島神宮の祭頭祭、相馬野馬追、三春滝桜、妖精
の森ミツマタ群生地やモビリティパークもてぎなどに
も出かけています。 
さらに、毎年 11 月に多賀市民プラザ１階ギャラリー

において野鳥・自然観察 Gr、写真五七五 Grと合同で「写
真展」を実施し、メンバー一同の活動成果発表を行なっ
ています。令和７年度は 21 回目を迎え、デジカメクラ
ブのコーナーには 17 名の会員が 58 枚の力作を出展し
ました。全国のフォトコンテストに入賞、入選した会員
の作品なども展示されました。ここ数年ケーブルテレビ
JWAY の取材なども受け、地域住民の方々にもテレビで
紹介されています。 

年末年始には会員同士の親睦を図る目的で懇親会を
実施しています。本年は北茨城市の五浦観光ホテルにお
いて日帰り温泉と撮影会を楽しみながら新年懇親会を
行いました。写真や写真旅行などにご興味ある方には最
適のクラブだと思います。多くの皆様の参加を会員一同
お待ちしています。 

アイガー北壁にかかる虹 

 

ハクチョウの旅立ち 

 

日立オリジンパークにて１月例会参加者 

 ７ 

９．囲碁の会 
日立地区では原則として毎月第２、第４の水曜日お

よび第４金曜日に大みか拠点にて例会を開催しまし
た。各自所有している持ち点の差に応じたハンディ戦
にて、毎回変則リーグ戦で４回戦程度を実施しました。
６，９，12、３月にはトーナメント囲碁大会を実施し、
成績優秀者には賞品を贈呈しました。また、日立市民大
会や常陸太田市民大会にも参加し、他同好会との交流
を積極的に行っています。 
勝田地区では原則として毎月第３木曜日に大島コミ

セン２F和室にて例会を開催しました。４，７，10，１
月にはハンディ戦による囲碁大会を実施し、同じく賞
品を贈呈しました。更に、ひたちなか市民囲碁大会にも
参加しました。また、佐藤光則さんには「棋道七十年と
AI囲碁」と題し、プロ囲碁界の現状、AI 囲碁の歴史や
特徴、AI ソフトおよび囲碁愛好者との対局の楽しみ方
等を HPに執筆頂きました。  
 囲碁は手で相対する“手段”です。指と頭を使うので、
頭脳活性化に有効な囲碁の会(日立地区、勝田地区)に
皆様のご参加をお待ちしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 
実施予定日(曜日) 

場   所  時 間  備   考  
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

19( 火 )
大北川 

16(火)
袋田 

14(火)
粟原 
久慈川 

     
休み 

29(火)
粟原  
久慈川 

20(火)
亀下  
久慈川 

左記参照。 
詳細は茨ネッ
トで連絡。 

9:00～ 
12:00 

雨天中止 
参加費：\300/回 
 

囲碁の会 

日立地区 

13(水) 
27(水) 
29(金) 

10(水)
大会
24(水)
26(金) 

8(水) 
22(水)
24(金) 

26(水) 
28(金) 

9(水) 
大会
23(水) 
25(金) 

14(水) 
23(金) 
28(水) 大みか拠点 

9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回、 
大会：\1500 
(昼食費含む) 

勝田地区 21(木) 18(木) 16(木)

大会 

20(木) 17(木) 15(木 )

大会 

大島コミュニ 

ティセンター 
9:00～ 

参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 27(水) 24(水) 29(水) 休み 30(水) 28(水) 
らぽーる 
ひたち 

9:30～ 
 12:00 

参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
13,20 
27(水) 

3,10 
17(水) 
 

1,8 
15(水) 

5,19 
26(水) 
 

2,9 
16(水) 

7,14 
21(水) 
 

会瀬体育館 
9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
纏めて：\6000/年 

デ ジカ メク ラブ  12(火) 2(火) 7(火) 4(火) 1(火) 6(火) 大みか拠点 
10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真 五七五 7(木) 5(金) 3(金) 6(木) 4(金) 2(金) 大みか拠点 
9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 26(火) 23(火) 28(火) 25(火) 22(火) 27(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

注１） 旅行会(連絡先：溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。 

注２） 各グループの連絡先： 野鳥・自然観察(古林克己：0294-43-7225)、囲碁(真鳥岩男：0294-74-5285、 

七海清：029-273-8450)、料理教室(並木慎一郎：029-283-1476)、卓球(宮原養治侶：0294-53-6147)、 

デジカメ(溝口忠憲：029-219-6576)、写真五七五(細江徹：0294-42-9126)、 

勝田パソコン(佐々木六漏：029-275-2567)          

  
編集後記 新芽の季節、茨城支部総会の案内とともに茨
城支部便りをお届けします。川端様からは、写真では実
際の鉄道と見える精緻な DCC 化された鉄道模型(Sky 
Rail)設計・制作・建設の稿を頂きました。完全自動運転
のソフト作成などの挑戦に感動します。乗り鉄での賑や
かな旅も参考にしたいものです。八尾様からは、貴重な
職場経験とその後の活用歴、そして「今こそ出発点」と
して新しい生活スタイルへの転換を図る近況報を頂き
ました。新規一転も大切と感じます。  瀧澤 照廣 

８ 

－同好会新入会員の募集－ 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にありま
す。OB会等で同好会活動の PRをお願いします。 

また、同好会活動にご興味のある方は本頁に記
載の各グループ連絡先にお問い合わせください。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

同好会幹事長  志田統一 

研修会終了のお知らせ：研修会活動は参加人員の減
少など諸般の事情により、令和７年度末をもって活
動を終了することになりました。 
 

同好会の行事ご案内( ５月～10月 ） 

１．第 105回歩こう会 
【高萩、高戸小浜海岸を歩く】 

高萩駅前にある長久保赤水の記念碑を見て、断崖に
沿う琯沚(かんしゃ)神社、断崖上にある万葉の道、万
葉坂、日本の渚 100選高戸小浜海岸を巡り歩きます。
なお、琯沚神社、万葉の道への階段は急なためパスす
ることもできます。 

・開 催 日：５月 28日(木) 雨天６月４日(木) 
・集  合：高萩駅 午前９時 50分 
・コ ー ス：高萩駅→琯沚神社→万葉の道→万葉坂 
      →高戸小浜海岸(昼食)→緑のみち→ 

高萩駅(距離 5.2km) 
・持 参 品：昼食、飲物、雨具等 
・会  費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：５月 21日(木) 
・申 込 先：石橋康正 
・Tel/携帯：0294-37-0439/080-5457-3692 
・E-mail  : yasumasa_ishibashi@ybb.ne.jp 
 

２．第 106回歩こう会 
【額田、旧宿場歴史の道を歩く】 

鎌倉時代に築城された額田城跡、光圀公創建の引接
寺、しだれ桜で有名な親鸞聖人ゆかりの阿弥陀寺、
文覚上人開祖の毘盧遮那寺、額田まつりでも知られ
る鹿嶋八幡神社などを巡り歩きます。 

・開 催 日：９月 25日(金) 雨天 10月９日(金) 
・集  合：JR水郡線(太田線)額田駅 午前９時 
・コ ー ス：額田駅→引接寺→阿弥陀寺→額田城跡 
(距離 7km) →毘盧遮那寺(昼食)→鹿嶋八幡神社→ 

淡嶋神社→鈴木家住宅→額田駅 
・持 参 品：昼食、飲物、雨具等 
・会  費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：９月 18日(金) 
・申 込 先：久保謙二 
・携 帯：090-9977-0203 
・E-mail  : kenji.kubo.km@gmail.com 
 

mailto:kenji.kubo.km@gmail.com

